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前
回
の
定
例
研
究
会
に
て
、
今
の
状

況
か
ら
「
賃
金
の
問
題
」
を
掘
り
下
げ

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
？
と
の
意

見
が
あ
り
、
特
に
「
成
果
主
義
賃
金
と

処
遇
制
度
」
が
導
入
さ
れ
て
い
る
金
融

職
場
の
実
態
報
告
を
お
願
い
で
き
れ
ば
、

と
い
う
こ
と
で
今
回
の
テ
ー
マ
「
成
果

主
義
賃
金
が
導
入
さ
れ
て
」
に
な
り
ま

し
た
。
発
表
者
の
和
田
氏
は
、
今
の
金
融
職

場
に
お
け
る
労
働
実
態
は
、
正
規
労
働

者
が
減
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
替
わ
り
非
正

規
労
働
者
が
職
場
に
多
く
配
置
さ
れ
て

い
る
状
況
で
、
正
規･

非
正
規
問
わ
ず
非

常
に
厳
し
い
労
働
環
境
の
中
に
置
か
れ

て
い
る
と
の
報
告
か
ら
入
り
ま
し
た
。

１
．
目
標
管
理
制
度
の
導
入
と

賃
金･

人
事
制
度

目
標
管
理
制
度
と
は
、
①
企
業
と
し

て
経
営
目
標
を
達
成
し
、
こ
れ
か
ら
も

成
長
し
続
け
る
た
め
に
一
人
一
人
が
自

分
の
役
割
を
し
っ
か
り
認
識
し
期
待
さ

れ
る
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
。
②
企
業
の

ビ
ジ
ョ
ン
、
経
営
計
画
、
業
務
計
画
を

達
成
す
る
た
め
に
一
人
一
人
の
業
務
遂

行
目
標
や
組
織
目
標
を
連
鎖
さ
せ
、
具

体
的
に
設
定
を
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

③
遂
行
結
果
を
的
確
に
評
価
し
、
業
務

評
価
に
反
映
さ
せ
、
処
遇
に
つ
な
げ
る
。

と
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
「
目
標
管
理
制
度
に
よ
る
業
績

評
価
」
と
「
行
動
評
価
」
に
よ
る
成
果

主
義
賃
金
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
中
身
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

「
目
標
管
理
制
度
」
を
実
施
す
る
う
え

で
企
業
で
は
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
シ
ー
ト

（
目
標
設
定
）
を
用
意
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
労
働
者
個
々
人
が
目
標
設
定
し
、

上
司
と
目
標
設
定
の
確
認
を
し
ま
す
。

そ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
作
成

は
、
半
年
毎
に
業
務
遂
行
の
目
標
設
定

が
さ
れ
て
お
り
、
自
己
の
業
務
遂
行
目

標
を5

段
階
評
価
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
業
務
遂
行
目
標
の
設
定
は
、
BA

職
群
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
）
、

BL
職
群
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
）
、

BP
職
群
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ

ナ
ル
）
、
BM
職
群(

ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー)

等
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
主
に
こ

の
BA
職
群
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

営
業
店
で
は
、
こ
の
職
群
別
・
担
当
職

務
に
定
め
ら
れ
た
必
須
項
目
を
盛
り
込

む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
部

よ
り
目
標
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
設
定
さ
れ

て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
い
き

ま
す
。
（
実
際
に
は
、
本
部
目
標
を
各

支
店
に
振
り
分
け
る
）
こ
れ
に
は
、
５

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
し
、
目
標

に
何
を
、
ど
れ
だ
け
、
い
つ
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
な
役
割
で
、
ど
の
よ
う
な
状

態
に
す
る
か
を
記
入
し
て
い
き
ま
す
。

「
目
標
」
設
定
後
に
お
け
る
業
績
評

価
は
、
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
、
５
段

階
評
価
（
業
務
遂
行
目
標
達
成
度
判
定

基
準
）
と
し
て
表
さ
れ
、
次
の
よ
う
評

価
基
準
と
な
り
ま
す
。

ⅰ
（
目
標
を
大
き
く
上
回
る
成
果
）
、

ⅱ
（
目
標
を
上
回
る
成
果
）
、
ⅲ
（
目

標
を
達
成
し
た
）
、
ⅳ
（
目
標
を
や
や

下
回
る
）
、
ⅴ
（
目
標
を
大
き
く
下
回

る
）
の
５
ラ
ン
ク
に
分
け
、
成
果
イ
メ
ー

ジ
が
具
体
的
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
ウ
エ
イ
ト
の
設
定
（
業
務
遂
行

目
標
の
重
要
性
、
優
先
度
）
、
難
易
度

の
設
定
（
本
人
の
職
務
等
級
に
合
わ
せ

る
）
、
自
己
評
価
を
加
え
て
い
き
ま
す
。

自
己
評
価
は
４
つ
の
視
点
「
思
考
困
難

度
」
、
「
実
行
困
難
度
」
、
「
裁
量
責

任
度
」
、
「
業
績
責
任
度
」
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
「
a
」
（
高
い
）
、
「
b
」

（
標
準
）
、
「
ｃ
」
（
低
い
）
の
３
ラ

ン
ク
で
設
定
し
て
い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
シ
ー

ト
に
記
入
し
、
上
司
は
本
人
と
総
合
的

に
す
り
合
わ
せ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
業
績
評
価
」
は
年
２
回
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
賞
与
（
臨
給
）
に

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
次
に
、
「
人
材
の
評
価
」
は
行

動
評
価
が
中
心
と
な
る
が
、
そ
の
行
動

評
価
シ
ー
ト
に
は
、
自
己
の
業
務
に
対

し
ど
の
よ
う
な
動
き
が
業
績
目
標
達
成

に
必
要
に
な
る
か
を
評
価
し
て
い
く
も

の
で
す
。

そ
の
「
行
動
評
価
」
と
は
、
次
の
よ

う
に
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
職
種
毎

に
高
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
行
員
の
行

動
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
、
抽
出
さ
れ
た

要
素
を
類
型
化
、
ラ
ン
ク
付
け
し
て
設

定
す
る
。

②
１
年
間
の
行
動
特
性
が
「
モ
デ
ル
」

に
照
ら
し
て
、
十
分
か
ど
う
か
評
価
を

す
る
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
行
動
評
価
」
は
職
掌
と
職

群
の
２
つ
か
ら
区
分
さ
れ
た
職
務
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
期
待
さ
れ
る
職
務
行
動
の
発

揮
度
合
い
を
年
１
回
実
施
し
、
職
群
・

役
割
ラ
ン
ク
の
変
更
や
配
置
・
異
動
な

ど
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

次
に
コ
ー
ス
別
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
ま
す
。

（
３
）
コ
ー
ス
別
の
導
入

現
任
行
員
に
は
、
Ｆ
・
Ａ
コ
ー
ス
と

言
っ
て
、
２
つ
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、

い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
に
属
し
次
ぎ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
Ｆ(

フ
リ
ー)

コ
ー
ス
↓
転
居
転
勤
に

本
人
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
コ
ー
ス

・
Ａ(

エ
リ
ア)

コ
ー
ス
↓
転
居
転
勤
に

本
人
の
同
意
を
必
要
と
す
る
（
地
域
限

定
と
な
る
）

こ
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
賃

金
に
差
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
Ａ
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
場
合
、

基
本
給
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
50
代
の
人
で
３
０
，
０
０
０
円
位
下

が
る
）

ま
た
、
コ
ー
ス
転
換
制
度
も
あ
る
が
年

齢
や
勤
務
年
数
に
よ
り
制
約
を
受
け
る

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
成
果
主
義
賃
金
が
導
入

さ
れ
た
中
で
「
目
標
管
理
制
度
に
よ
る

業
績
評
価
」
と
「
行
動
評
価
」
に
つ
い

て
評
価
さ
れ
、
更
に
、
コ
ー
ス
別
に
よ

る
処
遇
の
格
差
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
運
用
実
施
に
関
す
る
概

略
を
簡
単
に
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
実

際
導
入
さ
れ
た
後
、
職
場
で
は
ど
の
よ

う
な
問
題
が
発
生
し
、
そ
れ
が
行
員
に

と
っ
て
導
入
前
の
労
働
環
境
、
賃
金
と

人
事
処
遇
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
き
た
か
を
現
在
と
比
較
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
成
果
主
義
賃
金
が
導
入

さ
れ
て
か
ら
実
際
的
に
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
．
問
題
と
取
り
組
み

（
1
）
導
入
後
の
賃
金
の
実
態

労
働
者
は
、
賃
金
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
成
果

主
義
賃
金
の
導
入
に
よ
っ
て
賃
金･

人
事

処
遇
が
著
し
く
不
利
に
変
更
に
な
る
こ

と
は
、
従
来
の
生
計
を
維
持
で
き
な
く
、

こ
の
た
め
の
公
平
性
、
透
明
性
、
納
得

性
の
明
確
化
を
求
め
た
た
た
か
い
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
導
入
移
行
時
の
賃
金
は
、

ど
の
よ
う
な
処
遇
に
な
っ
た
か
を
実
例

を
下
に
示
す
と
次
ぎ
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
職
群
役
割
ラ
ン
ク
が
BA
職
群
、
BL
職

群
、
BP
職
群
、
BM
職
群
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
、
同
一
職
群
の
中
で
も
職
務

の
課
題
の
重
さ
に
よ
っ
て
役
割
ラ
ン
ク

が
つ
け
ら
れ
る
（
図
‐
１
）

こ
れ
に
職
務
等
級
が
30
～
１
の
ラ
ン
ク

に
分
か
れ
数
字
の
30
が
最
低
ラ
ン
ク
で

上
に
行
く
ほ
ど
等
級
は
上
が
っ
て
行
き

ま
す
。
BA
職
群
は
30
～
22
等
級
、
BL
職

群
は
21
～
13
等
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
際
に
本
人
に
当
て
は
め
る
と
、

BA
職
群
で
役
割
ラ
ン
ク
は
BA
1
に
位
置

づ
け
さ
れ
、
職
務
等
級
は
25
等
級
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
こ
の
等
級
の
下
位

に
位
置
す
る
基
本
給
が
全
体
に
低
位

（
裏
に
続
く
）

「
賃
金
、
人
事
制
度
の
事
例
発
表
―

成
果
主
義
賃
金
が
導
入
さ
れ
て
―
」

和
田
千
恵
子
氏

（
銀
行
産
業
労
組
員
）

06年7月21日

(金）

図－1＜職群役割ランク表＞

BA BL BP BM

4 3 2 1 2 1 2 1 E

役割ランク
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↓
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
の
基
本
給
を
底

上
げ
す
る
た
た
か
い
が
課
題
と
な
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
窓
口
業
務
と
内
部
業
務
と
で
は

職
務
等
級
が
違
い
、
賃
金
に
差
が
生
じ
ま

す
。
こ
の
結
果
本
人
賃
金
は
、
従
来
の
賃

金
よ
り
導
入
後
の
賃
金
は
、
９
７
，
０
０

０
円
の
ダ
ウ
ン
と
な
り
、
こ
の
不
足
を
調

整
金
と
し
て
5
年
で
償
却
す
る
と
の
提
案

が
あ
り
、
償
却
で
き
な
い
と
き
は
、
ダ
ウ

ン
と
な
り
本
人
の
多
大
な
不
利
益
と
な
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
組
合
と
し
て
は
同
意
で

き
ず
、
交
渉
を
重
ね
た
こ
と
に
よ
り
、
55

歳
ま
で
に
調
整
金
を
延
長
さ
せ
、
不
利
益

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
昇
給
の
あ
っ
た
と
き
償

却
し
て
い
く
た
め
総
額
賃
金
が
上
が
ら
な

い
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
従
来
の
賃
金
体
系
と
比
較
し

て
み
ま
す
と
、

従
来
の
賃
金
体
系
は
、
本
俸+

準
本
俸
＋

資
格
給
＝
月
額
賃
金
で
自
動
昇
給
と
で
あ
っ

た
。
が
し
か
し
、
導
入
後
の
賃
金
体
系
は
、

職
群
・
役
割
ラ
ン
ク
と
等
級
ラ
ン
ク
で
分

け
ら
れ
、
基
本
給+

役
割
成
果
給
＋
功
績
給

＝
月
額
賃
金+

調
整
給
（
手
当
）
と
な
っ
て

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
40
代
、
50
代
の
女

性
は
不
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
先

ほ
ど
述
べ
た
コ
ー
ス
別
に
よ
っ
て
も
差
別

が
生
じ
賃
金
ダ
ウ
ン
と
な
り
ま
す
。

「
目
標
管
理
制
度
に
よ
る
業
績
評
価
」

に
よ
り
著
し
く
賃
金
格
差
が
生
じ
て
い
る

実
態
が
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

（
２
）
問
題
と
取
り
組
み

①
組
合
に
よ
る
と
「
目
標
管
理
制
度
に

お
け
る
業
績
評
価
」
を
位
置
づ
け
る
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
評
価
と
運
用
は
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
グ
も
支
店
ご
と
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り

表
面
上
の
み
で
形
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
間
面
接
で
も
具
体
的
な
助
言
は
な
く
、

指
導
も
な
く
、
上
司
の
評
価
が
出
さ
れ
て

し
ま
え
ば
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

②
評
価
に
よ
っ
て
は
、
下
位
職
群
・
役

割
ラ
ン
ク
も
下
位
へ
の
降
格
が
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
ま
た
、
上
位
ラ
ン
ク
へ
の
変
更
基
準

が
高
く
「
制
度
」
開
始
か
ら
５
年
経
過
し

て
も
ラ
ン
ク
の
上
が
ら
な
い
行
員
が
沢
山

い
ま
す
。

④
行
員
の
中
に
は
、
目
標
達
成
で
き
な

い
事
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
き
く
、
パ

ワ
ハ
ラ
に
よ
る
ウ
ツ
病
の
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
パ
ー
ト
・
派
遣
へ
の
転
籍
、
更
に

退
職
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

組
合
と
し
て
は

①
組
合
側
の
入
っ
た
異
議
申
立
機
関
が

必
要
と
要
求
し
て
い
ま
す
。

②
ま
た
、
団
体
交
渉
項
目
に
入
れ
て
、

問
題
あ
る
評
価
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て

き
た
が
、
該
当
者
は
精
神
的
に
も
大
変
で

す
。③
目
標
を
立
て
る
段
階
か
ら
、
目
標
の

立
て
方
・
自
己
評
価
の
仕
方
な
ど
、
組
合

と
し
て
話
し
合
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

④
全
体
と
し
て
「
新
制
度
は
公
平
性
、

透
明
性
、
納
得
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、

評
価
基
準
は
明
ら
か
で
な
く
短
期
間
の
成

果
の
み
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
長
期
に

わ
た
り
『
信
用
』
を
第
一
に
業
務
を
行
っ

て
い
く
べ
き
銀
行
の
発
展
に
決
し
て
プ
ラ

ス
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て
真
面
目
に
精
一

杯
働
い
て
も
主
観
的
評
価
に
よ
っ
て
、
下

位
職
群･

役
割
ラ
ン
ク
へ
の
降
格
制
度
が
新

た
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
制
度
の
既

得
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
不
利
益
変

更
と
な
り
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

の
申
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

と
述
べ
て
発
表
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
討
論
】

1
．
ま
ず
、
従
来
の
賃
金
と
処
遇
制
度
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
成
果
主
義
賃
金

が
導
入
さ
れ
た
実
際
の
比
較
は
、
報
告
に

あ
っ
た
よ
う
に
強
い
賃
金
ダ
ウ
ン
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
銀
行
は
こ
の

差
額
を
調
整
手
当
て
と
し
て
、
55
歳
ま
で

に
延
長
し
て
き
た
が
？

2
．
女
性
に
対
す
る
賃
金
と
人
事
処
遇
は
、

ど
ん
な
形
で
現
れ
る
の
か
、
特
に
フ
リ
ー

コ
ー
ス
と
エ
リ
ア
コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
て

い
る
が
？

・
女
性
は
30
歳
位
ま
で
下
位
の
ラ
ン
ク
30

に
近
い
と
こ
ろ
の
処
遇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3
．
成
果
主
義
が
導
入
さ
れ
て
賃
金
ダ
ウ

ン
の
実
際
は
、
平
均
的
に
幾
ら
位
に
な
っ

て
い
る
の
か
？

4
．
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
シ
ー
ト
、
行
動
評

価
シ
ー
ト
な
ど
の
目
標
設
定
を
上
司
と
確

認
し
て
い
る
が
、
必
ず
半
期
毎
、
一
期
毎

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
る
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
報
告
の
中
で
は
バ
ラ
ツ
キ

が
生
じ
て
い
る
。

今
回
の
出
席
者
か
ら
も
こ
の
よ
う
な

「
成
果
主
義
賃
金
」
の
導
入
に
対
す
る
組

合
の
取
組
み
等
が
分
か
り
、
労
組
と
し
て

も
こ
れ
か
ら
の
政
策
提
起
に
参
考
に
で
き

る
の
で
は
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
文
責

片
桐
）

第
４
回
定
期
総
会
（
８
月
26
日
）

後
の
事
業
活
動
の
経
過

・
９
月
21
日
（
金
）
18
：
30
～

第
36
回
（
９
月
度
）
定
例
研
究
会

・
テ
ー
マ
「
湯
浅
氏
の
講
演
か
ら
‐
社

会
運
動
の
か
だ
と
し
て
の
「
貧
困
」
‐
」

・
発
表
者
：
中
澤
主
任
研
究
員

・
10
月
19
日
（
金
）
18
：
30
～

第
37
回(

10
月
度
）
定
例
研
究
会

・
テ
ー
マ
「
生
活
保
護
の
実
態
と
課
題
」

・
発
表
者
：
中
澤
主
任
研
究
員

・
11
月
22
日
（
木
）
18
：
30
～

第
38
回
（
11
月
度
）
定
例
研
究
会

・
テ
ー
マ
「
生
活
保
護
の
実
態
と
課
題

Ⅱ
貧
困
の
顕
在
化
と
生
活
保
護
の
役
割
」

・
発
表
者
：
布
川
研
究
所
長

＊
以
上
の
よ
う
に
研
究
会
を
中
心
に
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
「
貧
困
」
に
お
け
る
研

究
を
重
ね
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
お
け
る

我
が
国
の
実
態
と
課
題
を
掘
り
下
げ
、
生
活

保
護
行
政
へ
と
目
を
向
け
て
い
ま
す
。

12
月
２
日
に
は
、
冬
の
労
働
問
題
セ
ミ
ナ
ー

と
特
別
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
別
企
画
は
、
居
城
舜
子
氏
（
女
性
問
題

研
究
家
）
の
講
演
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
最
低
賃

金
に
つ
い
て
の
若
干
の
検
討
」
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
研
究
会
へ
の
参
加
が
最
近
増
え
て

お
り
、
社
会
福
祉
専
門
家
も
入
り
、
研
究
会

も
少
し
づ
つ
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▽
12
月
２
日
（
日
）
10
：
00
～
17
：
00

・
会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

・
冬
の
労
働
問
題
セ
ミ
ナ
ー
と特
別
企
画

・
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
研
究
発
表
10
：
00

①
労
働
者
の
社
会
的
活
動
へ
の
参
加
の

可
能
性

②
中
小
企
業
に
お
け
る
労
組
活
動
‐
賃

金
と
生
産
性
‐

③
生
活
保
護
と
労
働
組
合

④
現
場
か
ら
に
報
告

・
医
療
職
場
か
ら
他

・
特
別
企
画
15
：
10
～

・
テ
ー
マ
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
最
低
賃
金
に

つ
い
て
の
若
干
の
検
討
」

・
講
師
：
居
城
舜
子
氏
（
女
性
問
題
研
究

家
）

▽
１
月
31
日
（
木
）
18
：
30
～

・
第
29
回
理
事
会

・
会
場
：
静
岡
県
評
会
議
室

【
静
岡
労
研
浜
松
支
所
企
画
】

▽
12
月
15
日
（
土
）
13
：
00
（
受
付
）
～

・
会
場
：
浜
松
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
43
会

議
室

・
テ
ー
マ
「
職
場
問
題
研
究
会
」
（
仮
題
）

今
後
の
日
程

第39回

定例研究会のお知らせ

◆日時：2008年1月18日（金）

18：30～

◆会場：県評会議室

◆テーマ

「生活保護の実態と課題－3」

…生活保護申請マニュアル…

◆発表者：中澤主任研究員


